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Fusionlndex(FI)紘,骨格筋の強縮の進行度合いを評価できる指標である.このFIと

刺激周波数の関係を示した曲線であるFI-FrequencyCurve(FFC)は,筋線維タイプやそ

の構成比によって,その特性が異なることが報告されているものの,FFCを表現する数学

式は報告されていなかった.そこで,本研究では,ラットの排腹筋.中間広筋,ヒラメ筋

を対象として FFCを測定し,それを表現できる数学式 (FFC-equation)を提案した.

FFC･equationは,以下の式 (FI(i)=fh/(fh+kh)*100)で表現され fは刺激周波数を,
kはFIが50%に到達するときの刺激周波数を,hはFFCの傾きを反映する.結果として,

FFC-equationは,実験によって得られた FFCを非常によく表現できていた･また,kは

筋線維の構成比を反映する一方で,hは単収縮の弛緩時間と収縮時間の比によって決定され

構成比の影響を受けないことがわかった.さらに,FFC･equationは,細胞内のカルシウム

イオンの変動を反映している可能性も示唆された､以上より,FFC-equationのパラメータ

(近,h)は,筋力トレーニングや加齢,廃用性筋萎縮,リハビリテーション等による構成比変

化の評価に応用できると考える.
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